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ク
レ
オ
パ
ト
ラ
、
小お

野の
の

小こ

町ま
ち

と
並
ぶ
世
界
三
大
美
女
の
一
人
楊よ

う

貴き

妃ひ
①

。

唐
と
う
②

の
皇
帝

こ
う
て
い

玄げ
ん

宗
そ
う
③

が

寵
ち
ょ
う

愛あ
い

し
過す

ぎ
て
国く

に

が
乱み

だ

れ
た
た
め
、「
傾
国

け
い
こ
く

の

美
女

び
じ
ょ

」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
楊
貴
妃
の
伝で

ん

説せ
つ

が
、
熱
田
に
残の

こ

っ

て
い
ま
す
。 

そ
れ
は
奈
良
時
代
、
唐と

う

の
最さ

い

盛せ
い

期き

。
玄
宗

げ
ん
そ
う

皇
帝

こ
う
て
い

に
日
本

に
ほ
ん

侵

略

し
ん
り
ゃ
く

の
野や

心し
ん

あ
り
と
見
て
と
っ
た
日に

っ

本ぽ
ん

の
神
々

か
み
が
み

が
評
議

ひ
ょ
う
ぎ

し
て
、
熱

田

大

神

あ
つ
た
の
お
お
か
み
④

を
唐

に
送
り
込
み
ま
し
た
。
そ
れ
が
楊
貴
妃
だ
っ
た
と
い
う
伝
説
で
す
。 

七
一
九く

年
、
楊よ

う

家け

の

女
む
す
め

に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
熱
田

あ
つ
た
の

大
神

お
お
か
み

は
、
貴き

妃ひ

と

な
っ
て
絶
世

ぜ
っ
せ
い

の
美び

貌ぼ
う

で
玄
宗
を
放
蕩

ほ
う
と
う

な
さ
し
め
、
日に

本ほ
ん

侵し
ん

略
り
ゃ
く

を
忘
れ

さ
せ
ま
す
。
挙あ

げ

句く

、
臣
下

し
ん
か

の
裏
切
り
に
よ
る
「
安あ

ん

史し

の

乱
ら
ん
⑤

」
が
起
こ

り
、
七
五
六
年
、
楊
貴
妃
自
身
も
長

安

ち
ょ
う
あ
ん

の
西
約
九
〇
キ
ロ
の
馬ば

嵬か
い

で

命
を
落
と
し
ま
す
。
唐
は

衰
お
と
ろ

え
、
足
か
け
三
八
年
に
及
ぶ
勤
め
を
果
た

し
た
熱
田

あ
つ
た
の

大
神

お
お
か
み

は
、
船
で
宇
津

う

つ

海み

浦
う
ら
⑥

に
着
き
、
熱
田
に
戻
り
ま
し
た
。 

玄
宗
は
、
乱
が
納
ま
り
皇
帝
を
退た

い

位い

し
た
後
も
、
楊
貴
妃
を
ど
う
し

て
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
三さ

ん

千ぜ
ん

世せ

界か
い

を
自じ

在ざ
い

に
行
き
来
で
き
る
力
を
持

つ
方ほ

う

士じ
⑦ 

楊
通
幽

よ
う
つ
う
ゆ
う

に
、
楊
貴
妃
探
し
を
依
頼
し
ま
す
。
方ほ

う

士じ

は
、
東

ひ
が
し

の

海
に
浮
か
ぶ
蓬
莱

ほ
う
ら
い

の
島
に

太

真

た
い
し
ん
⑧

と
い
う
美
し
い
仙
女

せ
ん
に
ょ

が
住
む
と
の

噂
う
わ
さ

を
聞
き
、
蓬
莱
で
あ
る
熱
田

あ
つ
た
の

社
や
し
ろ

を
訪た

ず

ね
て
来
ま
す
。
そ
し
て

春

敲

門

し
ゅ
ん
こ
う
も
ん
⑨

を
叩た

た

き
、
太
真
殿
に
眠
る
太
真
を
起
こ
し
て
も
ら
い
ま
す
。

熱
田
今
昔 

熱あ
つ

田た

楊よ
う

貴き

妃ひ

伝
説

で
ん
せ
つ (

熱
田
神
宮) 

熱

熱
田
図
書
館 
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そ
の
美
貌
を
見
て
楊
貴
妃
と
確
信
し
た
方ほ

う

士じ

は
、
玄
宗
が
会
い
た
が
っ

て
い
る
の
で
唐
へ
戻も

ど

っ
て
欲
し
い
と
頼
み
ま
す
。
し
か
し
、
彼
女
は

断
こ
と
わ

り
ま
す
。
そ
の
か
わ
り
会
っ
た
証
拠

し
ょ
う
こ

に
、
か
ん
ざ
し
と
香
箱

こ
う
ば
こ

の
蓋ふ

た

を
折お

り
壊こ

わ

し
た
夫
々

そ
れ
ぞ
れ

の
片か

た

割わ

れ
と
、
忘
れ
も
し
な
い
七
五
五
年
七
月

し
ち
が
つ

七
日

な
の
か

の

夜よ
る

、
玄
宗
と
楊
貴
妃
が
長

生

ち
ょ
う
せ
い

殿
で
ん
⑩

で
誓
い
合
っ
た
、
二
人
だ
け
が
知
る

「

在

天

願

作

比

翼

鳥

て
ん
に
あ
っ
て
は
、
ね
が
わ
く
ば 
ひ
よ
く
の
と
り
と
な
り

、

在

地

願

為

連

理

枝

ち
に
あ
っ
て
は
、
ね
が
わ
く
ば 

れ
ん
り
の
え
だ
と
な
ら
ん
⑪

」

と
い
う
言
葉
を
、
方ほ

う

士じ

に
託た

く

し
た
の
で
し
た
。 

方ほ
う

士じ

の
報
告

ほ
う
こ
く

を
受
け
た
玄
宗
は
、「
間
違
い
な
い
」
と
言
っ
て
飛ひ

車し
ゃ

で

熱
田
に
駆か

け
つ
け
、
八や

剣
つ
る
ぎ

明

神

み
ょ
う
じ
ん
⑫

と
し
て
現
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

今
、
熱
田
神
宮
神
楽

か
ぐ
ら

殿で
ん

の
東
を
百
メ
ー
ト
ル
程ほ

ど

北
へ
行
く
と
、
清
水
社

し
み
ず
し
ゃ

裏
に
、
清
水
が
湧わ

く
場
所
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
水
は
平
安
の
頃
、
景か

げ

清
き
よ
⑬

の
眼

病

が
ん
び
ょ
う

を
治な

お

し
、
美び

肌は
だ

効こ
う

果か

も
あ
る
霊
水

れ
い
す
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
湧
水

ゆ
う
す
い

口こ
う

近
く
の
石

畳

い
し
だ
た
み

の
清
流
の
真
ん
中
に
は
、
柄
杓

ひ
し
ゃ
く

で
三さ

ん

度ど

水
を
か
け
る

と
願ね

が

い
が
叶か

な

う
と
い
う
苔こ

け

む
し
た
石
が
突つ

き
出
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
、

楊
貴
妃
の

墓
は
か
⑭

だ
っ
た
石
塔

せ
き
と
う

の
残
骸

ざ
ん
が
い

と
言
わ
れ
て
い
る
石
で
す
。 

楊
貴
妃
伝
説
の
背
景
に
は
、
古
来
、
熱
田
が
「

蓬
よ
も
ぎ

が
島
」、「
蓬

莱

島

ほ
う
ら
い
じ
ま
⑮

」

と
呼
ば
れ
て
き
た
伝
説
が
あ
り
ま
す
。
神
宮
が
巨
大
な
亀か

め

の
背せ

に
載の

っ

て
い
る
と
い
う
伝
説
で
、
中
国
の
東
の
海
上
に
霊れ

い

亀き

の
背
に
載
っ
た

蓬
莱
山

ほ
う
ら
い
さ
ん

が
あ
り
、
仙
人
仙
女

せ
ん
に
ん
せ
ん
に
ょ

が
住
む
と
い
う
中
国
神
話
が
結
び
つ
い
て

い
ま
す
。
一
方
、
唐
の
白は

く

居き
ょ

易い
⑯

が
楊
貴
妃
と
玄
宗
の
物
語
を
詠よ

ん
だ

レ 

レ 

二 

一 

二 

一 
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「
長
恨
歌

ち
ょ
う
ご
ん
か

」。
そ
こ
に
、
楊
貴
妃
が
死
後
に
住
ん
だ
場
所
と
し
て
登
場
す

る
蓬

莱

宮

ほ
う
ら
い
き
ゅ
う

が
熱
田

あ
つ
た
の

社
や
し
ろ

だ
と
す
る
記
述

き
じ
ゅ
つ

が
、
鎌
倉
時
代
に
書
か
れ
た

『
渓け

い

嵐ら
ん

拾
し
ゅ
う

葉よ
う

集
し
ゅ
う

』⑰ 

に
あ
り
、
こ
れ
が
熱
田
の
楊
貴
妃
伝
説
の
起き

源げ
ん

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
鎌
倉
時
代
は
元

寇

げ
ん
こ
う
⑱

が
あ
り
、
外
患

が
い
か
ん

へ
の
憂
慮

ゆ
う
り
ょ

が
高た

か

ま
っ
た
時
代
で
す
が
、
さ
ら
に
熱
田

あ
つ
た
の

大
神

お
お
か
み

が
外
患
を
防
ぐ
た
め
楊
貴
妃

に
な
っ
た
と
す
る
の
は
、
室
町

む
ろ
ま
ち

中
期

ち
ゅ
う
き

の
『
雲う

ん

州
し
ゅ
う 

樋ひ
の

河か
わ

上
か
み 

天
あ
め
が

淵ふ
ち

記
の
き
⑲

』

の
記
述
が
最
初
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

熱
田
楊
貴
妃
伝
説
は
、
以
後
も
庶
民
に
根
付

ね

づ

き
、
黒
船

く
ろ
ふ
ね

の
来
航

ら
い
こ
う

し
た

江
戸
時
代
後
期
に
は
、
こ
ん
な
川

柳

せ
ん
り
ゅ
う

も
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。 

楊
貴
妃
は 

も
と

神

州

 

し
ん
し
ゅ
う
⑳

の 

ま
わ
し
者 

日
本

ひ
の
も
と

を 

攻 せ

め
な
さ
る
な
と 

貴き

妃ひ

は
言
い 

や
ま
と
こ
と
ば
は 

お
く
び
に
も 

貴
妃

き

ひ

出だ

さ
ず 

玄
宗
は 

尾
張
こ
と
ば
に 

た
ら
さ
れ
る 

三
千

さ
ん
ぜ
ん

の 

一い
ち

は
熱
田
へ 

ご

遷

宮

 

せ
ん
ぐ
う
㉑ 

 【
注
① 

～
㉑
】 

① 

楊
貴
妃
…
七
一
九
年
～
七
五
六
年
。
本
名
楊
玉
環
。
七
四
〇
年
二
一
歳
で
玄
宗
に
見
出
さ
れ
る
が
、
当
時
玄
宗
の
一
八

男 

寿
王
李
瑁(

り
ぼ
う)

の
妃
だ
っ
た
た
め
、
一
度
道
教
の
女
道
士 

楊
太
真
と
し
て
出
家
後
、
還
俗
し
て
後
宮(

中
国

の
大
奥)

に
入
る
。
貴
妃
は
皇
后
に
次
ぐ
位
だ
が
、
当
時
玄
宗
に
皇
后
が
な
く
実
質
№
１
。
七
五
六
年
「
安
史
の
乱
」
で

避
難
の
際
、
馬
嵬
で
臣
下
が
反
旗
を
翻
し
た
の
を
納
め
る
た
め
玄
宗
の
命
で
宦
官(

か
ん
が
ん 

後
宮
に
入
れ
る
去
勢
官
吏)

高
力
士
に
縊
死
さ
せ
ら
れ
、
仮
埋
葬
さ
れ
る
。
し
か
し
七
年
後
、
玄
宗
が
改
葬
を
命
じ
る
と
、
遺
体
は
無
く
匂
い
袋
だ

け
が
出
て
き
た
た
め
、
楊
貴
妃
生
存
説
、
日
本
渡
来
説(

山
口
県
長
門
市
二
尊
院)

が
生
ま
れ
た
。 

②
唐
…
六
一
八
年
～
九
〇
七
年 

日
本
で
は
飛
鳥
時
代
か
ら
平
安
時
代
中
期
。
多
く
の
遣
唐
使
が
派
遣
さ
れ
た
。 

③
玄
宗
…
六
八
五
年
～
七
六
二
年
。
唐
の
六
代(

数
え
方
で
九
代)

皇
帝
。
在
位
七
一
二
年
～ 

七
五
六
年
。
七
一
三
年
～
七
四
一

年
が
唐
の
最
盛
期
「
開
元
の
治
」
。
楊
貴
妃
を
見
出
し
た
後
放
蕩
が
始
ま
る
。
楊
貴
妃
の
血
縁
で
出
世
し
た
楊
国
忠
と
、
楊

貴
妃
に
取
入
り
節
度
使(

国
境
警
備
将)

と
な
っ
た
安
禄
山
が
衝
突
し
た
「
安
史
の
乱
」
が
起
き
、
楊
貴
妃
を
失
い
退
位
す
る
。 

④
熱
田
大
神
…
草
薙
剣
が
御
霊
代
の
天
照
大
神
。
但
し
、
日
本
武
尊
説
も
有
力
。
熱
田
明
神
は
熱
田
大
神
の
顕
在
化
。 

⑤
安
史
の
乱
…
七
五
五
年
～
七
六
三
年
。
玄
宗
臣
下
の
安
禄
山
と
史
思
明
が
起
こ
し
た
た
め
、
二
人
の
名
が
つ
く
。 

⑥
宇
津
海
浦
…
知
多
郡
の
内
海
海
岸
。
な
お
、
船
路
帰
還
説
と
即
時
帰
還
説
が
あ
る
。 
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⑦
方
士
（
ほ
う
じ
・
ほ
う
し
）
…
道
士
と
同
義
。
道
教
の
行
者
。
楊
通
幽
の
名
は
五
代
時
代
の
杜
光
庭
著
『
仙
伝
拾
遺
』
に
よ
る
。 

⑧
太
真
…
楊
貴
妃
の
女
道
士
時
代
の
名
（
「
長
恨
歌
」）。『
仙
伝
拾
遺
』
は
内
天
神(

祭
神 

少
彦
名
命)

に
楊
貴
妃
を
祭
る
と
す
る
。 

⑨
春
敲
門
…
空
襲
で
焼
失
し
た
か
つ
て
の
熱
田
神
宮
東
門
。
春
に
玄
宗
の
使
い
が
戸
を
叩(

敲)

い
た
の
が
由
来
と
す
る
説
（『
尾

張
名
所
図
会
』
）
が
あ
り
、
当
時
「
玉
妃
太
真
院
」
の
扁
額
が
掛
か
っ
て
い
た
と
さ
れ
る(

『
楊
太
真
外
伝
』
『
名
古
屋
豆
本

蓬
莱
楊
貴
妃
』)

。
元
は
現
熱
田
神
宮
会
館
西
に
あ
り
、
大
正
一
三(

一
九
二
四)

年
と
昭
和
一
三(

一
九
三
七)

年
の
二
度
移

転
。
現
神
宮
東
門
に
落
ち
着
く
。
昭
和
に
左
右
の
小
門
増
築
。
伝
小
野
道
風
筆
の
「
春
敲
門
」
扁
額
が
現
存
。 

⑩
長
生
殿
…
長
安(

現
西
安)

郊
外
の
離
宮 

華
清
宮(

旧
温
泉
宮)

に
あ
っ
た
建
物
。
華
清
宮
は
楊
貴
妃
入
浴
の
華
清
池
が
有
名
。 

⑪
比
翼
鳥
・
連
理
枝
…
長
恨
歌
の
一
節
。
仲
の
良
さ
の
象
徴
。
「
比
翼
の
鳥
」
は
、
雄
雌
合
体
し
た
鳥
。
そ
れ
ぞ
れ
目
と
翼
が

一
つ
ず
つ
あ
り
、
一
体
に
な
っ
て
飛
ぶ
。
「
連
理
の
枝
」
は
、
根
元
が
別
々
の
二
本
の
木
の
、
枝
や
幹
が
合
体
し
た
も
の
。 

⑫
八
剣
明
神
…
別
社
八
剣
宮
（
は
っ
け
ん
ぐ
う 

祭
神
本
殿
と
同
じ 

七
〇
八
年
創
建
）
。
玄
宗
が
、
天
翔
け
る
「
飛
車
」
に
乗
り
、
熱
田

に
八
剣
明
神
と
し
て
現
れ
た
と
す
る
の
は
、『
曽
我
物
語 

巻
二
』「
玄
宗
皇
帝
の
事
」
。 

⑬
景
清
…
藤
原
景
清
。
生
年
不
詳
一
一
九
七
年
没
？ 

平
家
の
武
将
と
し
て
源
平
の
戦
い
に
参
戦
し
、
平
景
清
と
も
呼
ば
れ
る
。

歌
舞
伎
十
八
番
で
剛
力
振
り
が
演
じ
ら
れ
る
。
神
戸
町
の
景
清
社
、
清
雪
門
付
近
と
、
古
渡
に
屋
敷
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

所
持
し
た
名
刀
痣
丸
は
、
持
つ
者
が
眼
病
を
患
う
と
言
わ
れ
、
丹
羽
長
秀
が
熱
田
神
宮
に
奉
納
し
た(

『
信
長
公
記
』)

。
謡

曲
「
景
清
」
は
、
熱
田
の
遊
女
と
の
間
に
も
う
け
た
娘
の
人
丸
が
、
日
向
に
流
さ
れ
た
盲
目
の
父
景
清
を
訪
ね
る
話
。 

⑭
楊
貴
妃
の
墓
…
貞
享
三(

一
六
八
六)

年
の
大
修
理
で
、
石
塔
と
塔
婆
が
廃
絶
さ
れ
た
。
但
し
、
清
水
社
の
北
に
明
治
の
頃
ま

で
遺
蹟
ら
し
き
も
の
が
あ
っ
た
と
の
伝
承
が
あ
る
（『
熱
田
風
土
記
七
巻
』「
放
談
楊
貴
妃
伝
説
」
市
橋
鐸/

著
）
。 

⑮
蓬
莱
島
…
熱
田
蓬
莱
説
は
、
貞
応
二
年
（
一
二
二
三
年
）
成
立
と
見
ら
れ
る
作
者
不
詳
の
紀
行
文
『
海
道
記
』
に
記
さ
れ
る
。 

⑯
白
居
易
…
七
二
二
年
～
八
四
六
年
。
中
唐
の
詩
人
。
字
は
楽
天
。
長
恨
歌
は
楊
貴
妃
死
後
五
〇
年
後
の
作
。 

⑰
『
渓
嵐
拾
葉
集
』
…
比
叡
山
の
光
宗
が
一
三
一
一
年
か
ら
四
八
年
に
か
け
て
集
録
し
た
百
科
全
書
。
正
和
二(

一
三
一
五)

年
の
記
述
で
、
蓬
莱
は
熱
田
神
宮
で(

巻
六)

、
楊
貴
妃
が
熱
田
明
神
だ
と
述
べ
る(

巻
一
〇
八)

。 

⑱
元
寇
…
一
二
七
四
年
文
永
の
役
、
一
二
八
一
年
弘
安
の
役
。
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
元
が
九
州
北
部
に
来
襲
。 

⑲
『
雲
州
樋
河
上
天
淵
記
』
…
大
永
三(

一
五
二
三)

年
刊
の
日
本
神
話
集
。
作
者
不
詳
。
『
群
書
類
従 

二
輯 

神
祇
部
』
所
収
。 

⑳
神
州
…
神
洲
。
日
本
の
こ
と
（
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』）。
江
戸
末
期
の
川
柳
ら
し
く
、
本
居
宣
長
等
の
国
学
思
想
が
反
映
。 

㉑
三
千
・
遷
宮
…
長
恨
歌
の
一
節
「
後
宮
佳
麗
三
千
人
、
三
千
寵
愛
在
一
身
」
を
踏
ま
え
、
後
宮
の
三
千
人
の
美
女
の
一
人
、

楊
貴
妃
が
熱
田
の
宮
に
戻
っ
た
の
を
洒
落
て
、
後
宮
か
ら
宮
へ
の
遷
宮
と
詠
ん
だ
。 

【
主
な
参
考
文
献
】 

『
尾
張
名
所
図
会 

上
巻
』
岡
田
啓/

編 

一
九
一
九
年
（
愛
知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
一
九
七
三
年
再
復
刻
） 

『
尾
張
名
所
図
会 

附
録
』
岡
田
啓/

著 

名
古
屋
温
古
会 

一
九
三
〇
年 (

愛
知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
一
九
七
一
年
復
刻) 

『
幻
の
草
薙
剣
と
楊
貴
妃
伝
説
』
長
谷
川
修/

著 

六
興
出
版 

一
九
七
七
年 

『
熱
田
神
宮
』
篠
田
康
雄/

著 

学
生
社 

一
九
六
八
年 

『
熱
田
歴
史
散
歩
』
日
下
英
之/

著 

風
媒
社 

一
九
九
九
年 

『
楊
貴
妃
漂
着
伝
説
の
謎
』
加
藤
蕙/

著 

自
由
国
民
社 

一
九
八
七 

年 

『
名
古
屋
豆
本 

第
三
六
集  

限
定
版 

蓬
莱
楊
貴
妃
』
真
鶴
亭 

衣
浦
真
生/

著 

亀
山
巌 

一
九
七
四
年 

『
熱
田
神
宮
史
料
［
第
六
］
地
誌
編
』
熱
田
神
宮
々
庁/

編
纂 

熱
田
神
宮
々
庁
二
〇
一
五
年 

『
白
楽
天
詩
選 

上 (

岩
波
文
庫)

』
白
楽
天/

著 

川
合
康
三/

訳
注 

岩
波
書
店  

二
〇
一
一
年 

『
日
本
古
典
文
学
大
系 

八
八 

曽
我
物
語
』
岩
波
書
店 

一
九
六
六
年 

『
熱
田
神
宮
参
拝
の
し
を
り
』
熱
田
神
宮
々
庁/

監
修 

日
進
堂
書
店 

一
九
三
七
年 

 
『尾張名所図会』より 

 

 
清水社裏の楊貴妃墓石の痕跡 

 

 
春敲門(小門増設前) 

昭和 2年『熱田神宮』より 


